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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

 本課題では、ポスト「京」で搭載される機能を

有する FX100の通信・ファイル I/O 機能を用いたシ

ステムソフトウェアのプロトタイプ実装および性

能検証を実施することを目的とする。我々は、ポ

スト「京」向けの OS、MPI ライブラリ等のシステ

ムソフトウェアの研究開発を行なっている。この

ようなシステムソフトウェアの開発は、現在存在

しないターゲット計算機のハードウェア開発と並

行して進める必要がある。このため、ポスト「京」

と同様の機能を有する FX100 を用いる実装実験が

重要となる。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

今回は、ポスト「京」に向けて MPI インターフ

ェースの定義が予想される永続型集団通信のプロ

トタイプ実装およびその性能、コストに関する評

価を実施した。実装対象としては「京」でも実装

されたブロードキャストの Trinaryx3 アルゴリズ

ムを用いた。 

 FX100 では、アシスタントコアおよび Tofu オフ

ロード機能を備えている。そこで、ターゲットで

ある永続型ブロードキャストに関して Tofuオフロ

ード機能を用いた実装とプログレススレッドを用

いた実装の２種類のプロトタイプ実装を行なった。 

 

３． 結果 

今回の評価では、永続型ブロードキャストの２

種類のプロトタイプ実装に対して通信性能および

永続型集団通信の開始関数のコストについて評価

を行った。 

Tofuオフロード機能を用いた実装では1KiBから

64MiB までのメッセージサイズでプログレススレ

ッドを用いた実装に対して低遅延であることがわ

かった。これは、通信コマンド列を一度に投入で

きるTofuオフロード機能によりCPUとTofu間のイ

ンタラクションが削減されたからだと考えられる。 

永続型集団通信の開始関数の実行時間は、プロ

グレススレッドを用いた実装およびTofuオフロー

ド機能を用いた実装ともに短いものとなった。プ

ログレススレッドを用いた実装では通信コマンド

発行などは行わず、集団通信の開始制御のみのた

め、短い実行時間になったと考えられる。また、

Tofuオフロード機能を用いた実装では集団通信開

始時の処理が1度の通信コマンド列の投入のみと

なり、実行時間が短いものとなった。 

他に、Tofuオフロード機能を用いた実装では、

この開始関数のコストが通信コマンド数に比例し

て増加することなど課題があることもわかった。 

 

４． まとめ 

  Tofu オフロード機能を用いた場合とプログレ

ススレッドを用いた場合の 2 種類の永続型ブロ

ードキャストのプロトタイプ実装を行い、それぞ

れの通信性能や永続型集団通信の開始関数のコ

ストについて評価を行った。これにより、各実装

の特性など今後永続型集団通信の開発を行うに

あたり有用な結果を得た。 

 

５． 今後の計画・展望 

まずは、今回至らなかったスケーラビリティの

評価、計算と通信の隠蔽効果の評価等を実施する。

また、今回はブロードキャストのみの実装となっ

たが、他の永続型集団通信についても同様に実

装・評価を行う。これらの実装・評価を元にポス
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ト「京」向けの永続型集団通信の適切な実装を行

う予定である。 

 


